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１．総括：事業の成果の評価と反省
①　競技施設の拡充をはかる事業については、
今期も昨年度の状況からあまり進展をはかることは出来なかった。

１．活動拠点としての施設の無い地域における新施設建設の実現、については
京都および高知の2ケ所にインドアカーペット・グリーンの新設が実現

した3年目として練習活動などが継続的に進められているが、それ以外の

新規拠点開拓は進んでいない。
兵庫県立総合リハビリテーションセンター内のインドア・カーペット施設
では障がい者グループによる定期練習およびスポット的な大会開催活動が

継続されていて、定着している。

名古屋市昭和スポーツセンター内のインドア・カーペット施設での練習活

動も継続されているが、仕事を持っている現役層のボウラーの参画が容易

でないことによる停滞が深刻な状況に来ている。
また、オーストラリアのベンチャー企業によ類似国内にローンボウルズ・
グリーン新設プロジェクトについては依然として、用地取得の段階で停滞
している。
　　２．既存施設のコンデイションの現状維持ないしコンデイション向上へ取り組み
については、2021ワールドマスターズゲームズ関西のオープン種目として
ローンボウルズが正式採用決定されたことを受けて神戸市しあわせの村のグ　

リーンの抜本改修について積極的に行政に対して働きかけているが、現時点でまだ予算獲得となるかどうかは未定である。

明石グリーンの改修は2019年度から本格的な働きかけを開始することになる。
中崎公園のグリーンのボランテイア・ベースによるコンデイション維持活動も会員の高齢化による退会などがあって、困難な状況を迎えようとしている。
３．現時点では官も民も東京2020オリンピック・パラリンピックに資金やマンパ

ワーが集中されており、これに関連しない競技種目に関心を向けてもらうこ

とはなかなか容易ではない。World Bowlsが進めている運動（ローンボウル

ズを国際オリンピック委員会の競技種目として認定してもらおうとする
運動）の進展を期待するのみである。
（注：アジア地域でも2018年度にパキスタンとバングラディッシュが新しく
World Bowlsに加盟し、国際オリンピック委員会の競技種目に認定される条

件である「参加国数が50以上であること」にほぼ近くなってきているとの

ことである。）
②　競技の周知をはかり、競技人口を増やすことについては、
· 関西地区ではかなりの頻度で体験教室、初心者講習会を開催するようになっており、その成果でＢＪ会員としての新規入会も少しは増えているが、一方既存会員の高齢化にともなう会員退会の方が新入会増を上廻る状況にあって会員数全体としてはなかなか上昇カーブに乗らない現状にある。
自分がローンボウルズを楽しむことだけで満足している会員ではなく、さらに仲間を増やすことでより楽しめることになることを認識して、その方向の活動を意識して展開する会員となってもらうことが必要であると考える。
· 関東地区では、関東支部が設立後5年を経過して、関東地区で開催する全国オープン大会や日本選手権大会の予選会および本戦大会の準備、運営は細かい点ではいくつかの問題もあったが、全体としてはほぼ順調に推移した。

そんな中で、今期末でもって東京ローンボウリングクラブが退会することがほぼ確定となったことは痛恨の極みである。その原因と対策については次項の「組織の強化・充実」にて記述するが、今後の方向として、当該クラブはその構成会員がローンボウルズ活動を休止してしまうのではなく、地域の中の小グループを募っての草の根的の競技活動を継続していくとのことであるので、今後もコンタクトは取りつつ将来的には再度復帰してもらう道を模索して行きたいものとする。関東地区にはこれに類似した事情を有するクラブとしてＴＬＢＣ（東京ローンボウルズクラブ）もあるので、これらを及び更に他の小グループも含めての再加盟あるいは新規加盟の方向は追及したい。
· ホームページの活用によるローンボウルズの広報は、問い合わせ件数が増えてきていることから、一応の機能は発揮しつつあると思われるが、受け皿体制をもっと強化していかないと積極的な愛好者数拡大につながらないと思われる。Facebookによる発信は、国内よりもむしろ海外の方が反響が大きく、日本にもローンボウルズをやっているところがあることに関心を持ち、「ぜひ日本に行ってローンボウルズをやってみたい」という動機発生になっているように思われる。
③　組織の強化・充実をはかることについては、
· 認定ＮＰＯ法人の資格取得後の4年目を無事に終了することができた。
総事業費に占める公益的事業に費やした実績費用比率は100％、総収入金額に
占める実績寄付金比率は５０％、を達成し、いずれも認定ＮＰＯ法人として
の要件を今期も満たすことができている。来期は認定資格の更新時期となるが、その準備は着々と進みつつある。
税額控除の優遇措置の効果もあって、会員個人からの寄付金申し出が増加していることも特筆される。
しかし会員数を増やすという目標については、新規加入会員（特に若手会員）の獲得があまりないことにより、全体として会員数減少の傾向となってきていることがますます大きな課題となってきている。ＢＪに参加することによるメリットを更に整備する必要がある。

· 平成27年12月の理事会において、当法人の構造上の中・長期的課題として次の4つを設定した。
 　　　　　①　会員（正会員・賛助会員）数の拡大

 　　　②　年間活動予算（ジャパンオープンを除く定常予算）規模の拡大
 　　　　　③　組織体制リーダー層の若返りの為の人材育成
 　　　　　④　ＩＴ技術を活用した広報活動の充実
    　　　　そしてより具体的な活動施策を専門部の重点実行テーマとして取り上げて

きたが、なかなか顕著な成果には現れず今後も継続して中・長期的テーマとして「組織の強化・充実」のために取り組んでいかねばならない。

· 専門部の中に平成29年度から新設した障がい者ローンボウズ部については、同じく平成29年度から加盟を承認された (公財）日本障がい者スポーツ協会（日本パラリンピック委員会JPCを含む）からの競技力向上事業助成金を活用して、特に今期はインドネシア・ジャカルタでのアジアパラ競技大会に出場し入賞するというかなり活発な成果を得ることが出来た。
しかし障がい者ローンボウラーについても会員巣の減少傾向があり、新規加入会員の獲得は大きな課題である。

事業開発部は、10月にスポーツ関連講座を有する国内の各大学47校に、新作したローンボウルズ広報パンフレットを配送することを実施し、ボウルズグッズ販売や指導者・講師派遣の需要開拓をはかる事業を実施した。早速に一部の大学などから引き合いがあって、手応えを感じられた。
· 関東支部では、ＢＪ発足時からの会員であった東京ローンボウリングクラブが今期末で退会（休会）することがほぼ確定となったが、代表者との話し合いでは支部およびBJ本部の運営方針がクラブ代表者の思いと相いれない所が多々あったというのが主要な退会理由であった。これは会員の高齢化というような世間一般の外因的な問題ではなく内部的なガバナンスに関わる問題であると認識される。

当法人を構成している各クラブは、それぞれが独立した任意団体であったり公益財団法人であったりＮＰＯ法人であったりするので、そのガバナンスに関する内部事情は多種多様であるのはやむを得ないが、それであるからこそ

各構成員があるところでは妥協して折り合っていくこともなければならないと言える。今後はBJ本部と支部および各クラブとのコミュニケーションの改善・強化が一層重要であると反省される。
· 兵庫支部は組織化後8年目も順調に経過し、今期は関西支部として組織拡大しての1年目ともなった。「2021ワールドマスターズゲームズin関西」のオープン種目としてローンボウルズの採用も2017年末に正式決定され、2018年度からは「2021ワールドマスターズゲームズin関西」兵庫県実行委員会のメンバーにも加えられて、プレイベント行事などに多く参画・活動する1年となった。
２．特定非営利活動に係る事業の実施に関する事項の実績
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	ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞの普及振興
事業
	(1) 全国の公共団体に施設新設および既存施設の併用を求める事業
	通期
	全国
	１０名
	施設利用者
4,800名
	

	
	(2) ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの

運用、広報活動
	通期
	法人
事務所
	２名
	一般市民
不特定多数
	

	
	(3) 日本選手権

大会開催など
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延70名
	予選・本選競技者合計

243名
	

	
	(4) 地方競技会

開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延50名
	競技者
延3,000名
	

	
	(5) 初心者体験

教室開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延24名
	一般市民
延3,000名
	

	
	(6) 障がい者ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞの普及と

競技力の向上
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延24名
	一般市民
延3,000名
	

	
	(7) 技術普及・向上講習会などの
開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	４名
	希望者
50名
	

	
	(8) 用具購入の
斡旋を行う
	適宜
	法人
事務所
	２名
	希望者
50名
	

	
	(9) 組織の強化・

充実
	適宜
	法人
事務所
	６名
	一般市民
不特定多数
	

	世界ﾎﾞｳﾙｽﾞ機構との

連帯事業
	(10) 世界選手権、友好競技会など国際大会への参加
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	30名
	競技者、

観客300名

	

	
	(11) ｼﾞｬﾊﾟﾝｵｰﾌﾟﾝ国際大会の開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	30名
	競技者、

観客300名
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　    （千円）
＜別紙＞　実施事業内容の詳細

ローンボウルズの普及振興事業
（１）全国の公共団体等に施設新設および既存施設の利用条件向上を求める活動
１）京都学園大学（京都府亀岡市）校内にインドアカーペット・グリーン新設
＊　京都学園大学　吉中康子教授（経済経営学部経営学科）のご尽力により大学

体育館内にインドアカーペット・リンクが2リンク導入され、また屋外の人

工芝テニスコートもローンボウルズに使用可能であることも加えて、ローン

ボウルズ競技環境が整い、主として地域住民および学生による地域活性化活

動のひとつとしてローンボウルズ普及活動が平成28年度から開始された。
平成29年度は12月10日にはここを会場として第２回亀岡市長杯大会を開催
した。平成30年度の第3回亀岡市長杯大会は台風被害の影響により開催中止

となった。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：京都府亀岡市　京都学園大学亀岡キャンパス
＊　従事者の人数：2名（スポット）
＊　受益対象者の範囲および人数：京都学園大学学生および一般市民不特定多数
＊　支出金額：なし
　　２）高知大学（高知県高知市）校内にインドアカーペット・グリーン新設
＊　高知大学　川本真浩准教授（人文社会科学部）のご尽力により平成28年度

から大学体育館内にインドアカーペット・リンクが2リンク導入された（内、1リンクはＢＪが資産として購入し、平成31年3月31日までの2年間の期間限定で貸与したもの）。大学内で授業の一環として、また課外活動用として使用し、さらには高知県内の外部団体にも必要に応じて貸出しすることで、ローンボウルズの普及に資する基礎ができた。ローンボウルズ高知ＵＣが高知大学との協働で活動することになった。

貸与期間が年度末で切れるＢＪ貸与文については、ローンボウルズ高知ＵＣクラブの希望により、残存簿価で買い取りされ引き続いて高知大学構内で使用されることになった。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：高知県高知市　高知大学朝倉キャンパス
＊　従事者の人数：2名（スポット）
＊　受益対象者の範囲および人数：高知大学学生および一般市民不特定多数
＊　支出金額：なし
　　３）関東地区にオーストラリアの投資資金によるグリーン新設の動き
＊　平成28年11月にオーストラリア・ブリスベーンに本拠があるGlobal Bowls 
Solution社（代表責任者Danny Keating氏　65歳）からコンタクトがあり、
関東地区に屋根付き人工芝ローンボウルズグリーン1面（8リンク）を新設し
て、日本でのローンボウルズ普及活動をはかりたいので、ＢＪの協力を得た
いとの相談があった件については、その後、Danny Keating氏は数度にわた
って来日し、主としてYC&ACの依田氏らを介して横浜市その他各所と折衝を続けてこられたが、まだ具体的なところまで進展していない。
Danny氏は引き続き日本のデベロッパーなどと連絡を取りながら、努力を継続中である。
４) 明石公園グリーンのグリーンキーパー廃止にともなう日常管理業務の無償肩代わ
りについて
＊　平成２３年４月１日から開始した「明石グリーン自主管理推進体制」は8年
間の実績を積み、完全に定着してきている。但し、詰所設備の老朽化や1，2
年後に予想される人工芝の耐久限度の到来などに対する長期的見通しをもっ
ての計画準備が今後の課題である。
＊　実施日時：平成30年4月1日から平成31年3月31日まで
＊　実施場所：明石公園グリーン
＊　従事者の人数：毎月延べ約30人が従事している。
＊　受益対象者の範囲および人数：一般不特定多数のローンボウルズ愛好者
                 この１年間の平均利用者数は平成２９年度が684人/月、27.6人/日であ

ったのに対し、平成３０年度は544人/月、23.9人/日とかなり大幅の

減少傾向にある。特に今年は、７月から８月にかけての猛暑日の連続で
７月は386人/月、17.5人/日、8月は442人/月、16.4人/日と大幅に減

少したことが作用したようであるが、いずれにしても今後も更なる愛好
者数拡大努力は強めねばならない。
＊　支出金額：自主ボランテイアベースで実施しており、特に支出金額はなし
5） 神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーンの整備向上の働きかけ
＊　「2021ワールドマスターズゲームズin関西」のオープン種目としてローンボ

ウルズの採用ｶﾞ年末に正式決定されたことを契機として、さっそくに神戸市

関係部門にしあわせの村ローンボウルズグリーン抜本改修の必要性についてのアピールを継続した。直接担当部門である神戸市保健福祉局は前向きにとらえて動いていただいているが、予算規模も大きいことからまだ実施の確定のめどは立っていないようである。
＊　実施日時・場所：
平成29年12月5日（火）神戸市役所3号館7階　国際スポーツ室にて
　　　国際スポーツ室　山田室長、上山係長、内原係員と面談、改修の

必要性についてアピール。（ＢＪ側出席者　森理事長、奥田副理事長、

合田支部長、坂本部長、児島部長）

平成29年12月14日（火）神戸市役所1号館5階　保険福祉局にて
保険福祉局総務部市民福祉推進課　福原調整係長、大石係員と面談、
改修の必要性についてアピール。（ＢＪ側出席者　森理事長、奥田副
理事長、合田支部長、坂本部長、児島部長）
平成30年2月7日（水）神戸市役所1号館5階　保険福祉局にて

保険福祉局総務部市民福祉推進課　大石係員と面談、改修の進め方
についてＢＪからの資料提供などについ打ち合わせ。（ＢＪ側出席者　
森理事長、坂本部長）

平成30年4月23日（月）神戸市役所1号館5階　保険福祉局にて

　　　　　　保険福祉局総務部市民福祉推進課　大石係員と面談、進捗状況につ
いて情報交換。（ＢＪ側出席者　森理事長、合田支部長）

平成30年7月12日（木）神戸市役所１号館24階　市会会議室にて
保険福祉局総務部市民福祉推進課　福原調整係長、大石係員と面談。

オーストラリアGBS社による改修工事の見積書を提出し、内容を説

明。見積もり金額合計約60,000百万円。（ＢＪ側出席者　森理事長、
坂本部長、児島部長、合田支部長、川内市会議員）
平成30年8月7日（火）神戸市役所１号館24階　市会会議室にて
保険福祉局総務部　清家総務部長、市民福祉推進課　福原調整係長と面談。神戸市長に対する嘆願署名簿2,599名分を提出。

（ＢＪ側出席者　山田会長、森理事長、奥田副理事長、坂本部長、
児島部長、川内市会議員）

平成30年10月23日（火）神戸市役所1号館5階　保険福祉局にて

　　　　　　保険福祉局総務部市民福祉推進課　福原調整係長と面談。独立行政

法人日本スポーツ振興センターのくじ助成金の活用について打合わ

せ。（ＢＪ側出席者　森理事長）
平成30年11月13日（火）神戸市役所1号館5階　保険福祉局にて

　　　　　　保険福祉局総務部市民福祉推進課　福原調整係長、大石係員と面談。

独立行政法人日本スポーツ振興センターのくじ助成金の活用につい

て打合わせ。（ＢＪ側出席者　森理事長、坂本部長、児島部長）

この件については独立行政法人日本スポーツ振興センターとも折衝

したが、神戸市が過去に一度サッカー場の人工芝生化改修工事での

助成金使用実績があることから、二度目の申請は受理されないとの

結論が確定し、打ち切りとした。
＊　従事者の人数：７人
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：　なし
６）明石市中崎遊園地ローンボウルズグリーンの活用
＊　主としてローンボウルズ中崎クラブの会員がこのグリーンを本拠地として
グリーン手入れと練習とに従事している。毎月2回(月曜日)の定期競技大会(誰でも参加自由)を開催してきているが、中崎クラブ会員数の高齢化による実働人数の減少により運営・維持が苦しい状況になっている。
＊　実施日時：毎週1回程度の手入れ作業と練習使用
＊　実施場所：明石市中崎公園ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：５人
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：　なし
７）立川昭和記念公園グリーンのリンク数拡大促進運動について
＊　その後特に進展はなし。現状5リンクのままで平成29年度の男子ペアーズ
日本選手権大会もここを会場として開催したが、リンク数拡大のニーズは強
い。平成31年度からは、ここを固定会場としてミックス・トリプルズ日本選

手権大会を年1回開催することを決定しており、てこ入れとなることが期待

される。
８）名古屋市昭和スポーツセンター練習場の利用率拡大
＊　愛知ボウルズが定期的に練習会を持っている。シルバーフォックスクラブを

主体として地道に継続しているが、現役世代が仕事が多忙で参加する機会が

減少してきており、やや危機を迎えている。
＊　実施日時：通期
＊　施場所：名古屋市昭和区スポーツセンター
＊　従事者の人数：練習参加者約１０人/回
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：なし（利用料金はその都度　参加者からの徴収によりバランスさ
　　　　　　　　　　　　せている）
（２）広報活動
1） ホームページの運用
＊　2016年2月16日からＢＪ公式ホームページをリニューワルして、会員から

の投稿が比較的簡単にできるようにし、できるだけ新鮮な情報をアップでき

るようにしてから3年が経過した。Facebookをリンクしたことで、ここには

up to dateのトピックが登場するようになり、特に英文を併記して投稿すると

海外からの反響が多くあり、日本でローンボウルズが出来ることに対する海

外の関心が高いことがうかがえる。
また、最近はホームページ上の「問い合わせ窓口」を通じての問い合わせ件

数が増えてきていることから、ホームページがある程度世間に認知されてき

ていることが伺われる。さらに8月からは、当ホームページが「国立国会図

書館インターネット資料」にリンクされることが決まり、ボウルズのホーム

ページ情報が国の機関の保存資料として収集されるようになったことも、大

きな進歩と言える。
ただし、ＢＪ内部としてはいまだ専任のホームページ管理担当者が配置で
きず、すべて会員の任意の投稿に依存しているため新規の投稿が限定的であ
り、このままでは陳腐化の懸念もあることも否めない課題ではある。。
一方では、兵庫車椅子クラブのホームページのように、熱心に内容の更新に努めるメンバーのいるクラブや、個人的にFacebookやTwitterを通じてローンボウルズのことを発信して交流を広げておられる会員もおられることは、ローンボウルズを発信するということにおいては好ましいことである。
＊  実施場所：法人事務所

＊　従事者の人数：4人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数

＊　支出金額：サーバーレンタル費、ドメイン使用料金  10,060円
2） メーリングリストによるメールマガジーン（BJブリテン）の発行

＊　2年前からウエブ上の共有ファイル・システムを利用して編集者を2名とする体制を取ったことにより、編集者の負担もやや軽減し、毎月1回の定期発行については維持されている。
　　平成31年4月には発刊168号となり、創刊以来14年間を継続したことになる。なお、BJブリテンはＢＪホームページにもアップロードされている。
＊　実施日時：通期（毎月1回　発行）
＊　実施場所：法人事務所

＊　従事者の人数：２名(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：BJ会員　約150名

＊　支出金額：なし
3） 大学向けの広報パンフレットの作成と配送
＊　山田理事（事業開発部長）の尽力により、スポーツ系の講座を持つ大学に対して講義あるいは課外活動としてローンボウルズを取り上げていただくようにＰＲする広報パンフレットを作成し、国内の47大学に郵送した。
パンフレットの内容は、Ａ4サイズ・カラー印刷　8ページで下表のとおり。
	1
	表紙
	2
	国際的スポーツである事の紹介

	3
	世界で活躍する日本選手
	4
	どんなスポーツ？

	5
	競技ルールの概要
	6
	どんな人ができるの？


	7
	どんな場所で？
	8
	Bowls Japan 案内


　　500部印刷し、今回約50部を配送したので、残り450部は事務局に在庫し
　　希望に応じて配布する。今回郵送した大学は次の通り。
	No.
	大学名
	学部・学科
	宛先

	1
	北翔大学
	生涯スポーツ学部
	粥川道子教授

	2
	日本体育大学
	体育学部社会体育学科
	野村一路教授

	3
	国士館大学
	体育学部こどもスポーツ学科
	田原淳子教授

	4
	国士館大学
	体育学部こどもスポーツ学科
	永吉英記准教授

	5
	上智大学
	文学部保健体育研究室
	師岡文男教授

	6
	東京女子体育大学
	体育学部体育学科
	大石示朗教授

	7
	東京学芸大学
	教育学部芸術スポーツ科学科
	小森伸一准教授

	8
	早稲田大学
	スポーツ科学部
	友添秀則教授

	9
	国際基督教大学
	保健体育教室
	高橋　伸准教授

	10
	国際武道大学
	体育学部
	中島一郎教授

	11
	東海大学
	体育学部生涯スポーツ学科
	知念嘉史准教授

	12
	山梨学院大学
	スポーツ科学部
	三本来　温教授

	13
	常葉大学
	教育学部生涯学習学科
	伊藤　宏教授

	14
	中京大学
	スポーツ科学部スポーツ教育学科
	來田享子教授

	15
	びわこスポーツ大学
	スポーツ科学部
	中野友博教授

	16
	天理大学
	体育学部
	蓬田高正講師

	17
	大阪体育大学
	体育学部
	福田芳則教授

	18
	大阪国際大学
	人間科学部スポーツ行動学科
	高見　彰教授

	19
	吉備国際大学
	社会科学部スポーツ社会学科
	高藤　順准教授

	20
	福岡大学
	スポーツ科学部健康運動科学科
	築山泰典教授

	21
	京都学院大学
	経済経営学部体育・スポーツ担当
	吉中康子特任教授

	22
	園田学園女子大学
	人間健康学部総合健康学科
	足立　学准教授

	23
	関西国際大学
	教育福祉学科
	大平誠也准教授

	24
	神戸国際大学
	生涯スポーツ
	西畑賢治准教授

	25
	芦屋大学
	スポーツ教育コース
	西光哲治主任

	26
	関西福祉大学
	教育学部保険教育学科
	山口幸一助教

	27
	関西学院大学
	人間福祉学部人間科学科
	甲斐知彦教授

	28
	甲南女子大学
	人間科学部生活環境学科
	山本　存教授

	29
	甲南大学
	スポーツ健康科学教育センター
	鶉木千加子教授

	30
	神戸学院大学
	スポーツマネジメントユニット
	赤坂美月教授

	31
	神戸親和女子大学
	健康ニュースポーツ教室
	宮辻和貴准教授

	32
	神戸女学院大学
	健康スポーツ・生涯スポーツ
	小坂美保准教授

	33
	神戸女子大学
	健康スポーツ栄養学科
	重福京子准教授

	34
	神戸大学
	国際人間科学部発達コミュニティ学科
	長ケ原　誠教授

	35
	神戸大学
	国際人間科学部発達コミュニティ学科
	高見和至教授

	36
	神戸常盤大学
	健康スポーツ科学
	近藤みづき講師

	37
	神戸山手大学
	スポーツツーリズム
	西村典芳教授

	38
	姫路大学
	スポーツ実技
	今野　賛講師

	39
	姫路独協大学
	スポーツ科学
	小田慶喜教授

	40
	兵庫医療大学
	運動学・リハビリテーション学部
	宮本俊朗講師

	41
	兵庫教育大学
	健康・身体教育学・スポーツ科学
	中須賀　巧助教

	42
	兵庫大学
	健康体力学
	長尾憲樹教授

	43
	流通科学大学
	スポーツツーリズム
	山口志郎准教授

	44
	兵庫県立大学
	健康・体力学
	鶉木秀夫教授

	45
	兵庫県立大学看護学部
	健康スポーツ科学　野外スポーツ
	柴田真志教授

	46
	神戸医療福祉大学
	健康スポーツコミュニケーション学科
	柴崎　建教授

	47
	湊川短期大学
	生涯スポーツ
	谷めぐみ准教授


＊　実施日時：4月から9月　パンフレット製作。10月に各大学に郵送。
＊　従事者の人数：１名(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：今回は大学に郵送したが、

今後さらに配布活用する。
＊　支出金額：26,950円　（パンフレット製作費20,370円、郵送料6,500円）
4） 新聞、テレビ、タウン誌などへのローンボウルズ関連記事の掲載

＊　今期は10月にインドネシア・ジャカルタでのアジアパラ競技大会に日本代表として出場した児島、山外、植松3選手に関する取材記事が大きかった。

	月日
	場所
	内容

	8月17日(金) 
13:00～15:00
	明石公園
ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ場
	日本体育社「みんなのスポーツ」誌の取材

	9月7日(金)
 午後
	明石公園
ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ場
	神戸新聞社の取材
10月1日（月）朝刊のスポーツ欄に大きく

掲載

	9月19日(水) 
午前
	明石公園
ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ場
	共同通信社の取材

	9月19日(水) 
午後
	神戸市役所
	市長に挨拶（神戸市から出場の選手一同）

	9月20日(木) 
午後
	兵庫県庁
	県知事に挨拶（兵庫県から出場の選手一同）

	10月5日(金) 

	現地（ジャカルタ）
	日本経済新聞社の取材
10月６日（土）夕刊に4段抜きで掲載


「みんなのスポーツ」誌は、全国スポーツ推進委員連合の機関紙であるが、

これの11月号に、8月17日に取材された兵庫車いすクラブ児島会長ら6名
との対談形式による、ローンボウルズを始めたきっかけ等から10月のアジ
ア・パラ大会におけるメダル獲得目標までを含めてのフリートーキング内容

が掲載された。

　　　　＊　2019年1月24日の高知新聞朝刊22面に写真入りの４段抜き記事で
高知市におけるローンボウルズ練習・交流会の内容が掲載された。

高知市春野運動公園テニスコートに関西から９名が遠征（兵庫車椅子、タッ

チャーズ、ALBC、中崎各クラブより）し、高知からはローンボウルズ高知UC

および高知大学学生、ならびに高知県立障がい者スポーツセンター利用者が

合流して交流練習会を持ったものである。
＊　毎週火曜日　神戸新聞の「スポーツ広場」欄には毎週のローンボウルズ競技大会の入賞者氏名が掲載されるようになっていて、ローンボウルズを地域の人々に知らしめる効果はずいぶんと上がってきている。
5） 自治体等による表彰の受賞
ＢＪ会員が自治体等による表彰の受賞をすることは、ローンボウルズの知名
度向上に資することであり、今期は次のような実績を得た。

　　　　＊ BJ技術・競技部長の坂本紘一さん(神戸タッチャーズクラブ)は、日本選手権大会の充実によるローンボウルズ普及活動の推進などの功により（公益財団法人）日本レクリエーション協会より「Ｈ30年度レクリエーション運動普及振興功労者表彰」を受賞された。9月21日（金）に高知市にて開催された「第72回全国レクリエーション大会in高知」の総合開会式典の席上において表彰状および記念品が授与された。
＊　兵庫県教育委員会は、2018年度に開催されたアジア・パラ大会などの主要国

際大会で活躍した県下のスポーツ選手530人に対して兵庫県スポーツ優秀選手

賞（金賞および銀賞）を授与することを決定し、この中に10月のインドネシア・

ジャカルタ・アジアパラ競技大会のローンボウルズ競技に日本代表として出場

し、6位以内に入賞した児島久雄氏、山外芳敬氏、植松博至氏（いずれも兵庫車

椅子クラブ会員）が銀賞受賞者として含まれた。

また、3氏は同時に（公財）兵庫県障がい者スポーツ協会からも優秀選手賞を

受賞した。

     　　 表彰式は、H31年2月13日（水）に神戸市長田区の神戸常盤アリーナ　で行な　　　　

　　　　　われた。
6） ワールドマスターズゲームズ2021関西「1,000日前イベント」にてローンボウルズをＰＲ
ワールドマスターズゲームズ2021関西大会でローンボウルズがオープン種

目としての採用が決定したことにともない、同大会の3年前(1,000日前)イベン

ト同大会実行委員会の主催で実施され、その中でローンボウルズ体験教室を開
催しＰＲを行った。体育館内にインドア用カーペット2面を持ち込み、ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝと体験会を実施した。兵庫県井戸知事やゲストの沢松奈生子さんらが実際にボウルを投球されてＰＲに協力いただいた。
＊　実施日時：8月19日(日)　14:45～16:00
＊　実施場所：神戸市総合運動公園グリーンアリーナ神戸　大体育館
＊　従事者の人数：10人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民約50名が参加
　　　　＊　支出金額：57,414円

(内訳：実行委員会からの助成金50,000円、ＢＪ負担金7,414円)
（３）日本選手権大会などの開催
　　１）日本選手権大会および全国オープン大会
「日本選手権大会のあり方」を新しい方式（地区予選会+本戦大会方式）に変更してから6年目の実施となり、その間にいくつかの微修正を加えながらも、今期も
ほぼ順調に終了した。
2016年度から参加登録費を5,000円/人から3,000円/人(但し学割は別)に引き下げ、その代わりに本選での表彰賞金は無しとしまた本選出場選手の交通費補助予算もほぼ半減にまでカットしたが、日本選手権大会の予選出場申込選手の総数は下表に示すように2017年度の120名より約１割減の107名にとどまった。愛知・関西地区が減少になったことが大きい。
また、女子ペアーズ本戦大会が本戦出場選手数の確保に苦労したことを踏まえて、
2018年度はシングルス、ペアーズともに男女を同一会場で同時開催することにしたが、女子ペアーズは本選予定枠を埋めることができなかった。
男女を同一会場で同時開催としたことに伴い立川グリーン（4リンク）での日本選手権大会の開催機会が無くなることに対する、改善処置を求める声も出たため、2020年度からは立川を会場固定としてミックス・トリプルズ選手権大会を新設することにした。
　　　　　また「全国オープン大会」については、３種目（男女不問ペアーズ、トリプルズ、フォア―ズ）を開催したが、名古屋オープンについては7月に開催準備したが、猛暑現象が日本全国に発生し、熱中症対策として中止を決定した。
( 表 )　日本選手権大会出場者数の変化　2017年度→2018年度 (単位：人)
	
	シングルス
	ペアーズ
	合計

	
	男子

(明石→横浜)
	女子

(横浜→横浜)
	男子

(立川→神戸)
	女子

(神戸→神戸)
	

	予選

出場
申込者
	関東地区
	14→12人
	 12→12人
	10→10人
	8→16人
	44→50人

	
	愛知・関西地区
	 28→19
	6→6
	 24→20
	12→6
	70→51

	
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ地区
	 1→0
	 2→1
	0→0
	 0→0
	3→1

	
	前年ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
	 0→1
	 1→0
	0→2
	 2→2
	3→5

	
	合計
	43→32
	21→19
	34→32
	22→22
	120→107

	本選

出場者
	関東地区
	 1→3
	 3→3
	  6→6
	 2→2
	13→14

	
	愛知・関西地区
	 10→8
	 7→4
	10→16
	10→6
	36→34

	
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ地区
	 0→0
	 1→1
	0→0
	 0→0
	2→1

	
	前年ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
	 0→1
	 1→0
	0→2
	 2→2
	3→5

	
	合計
	12→12人
	12→8人
	16→24人
	14→10人
	54→54人



各大会の開催結果は以下の通りである。

①　男子シングルス日本選手権大会

＊　男子によるシングルス競技。

＊　愛知・関西地区予選は6月9（土）,10（日）日に明石市明石公園グリー
ンで開催。参加者は19名であった。
＊　関東地区予選は6月10日（日）に横浜市YC&ACグリーンで、参加者

　　12名で開催した。
＊　本選実施日時：2018年10月20日(土)、21日(日)
＊　本選実施場所：横浜市YC&ACグリーン
＊  サポート：ＢＪ関東支部 
＊　従事者の人数：10人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：12名
　　　　(関東　3名、愛知・関西　8名、
　　　　　　　　　　　　　オーストラリア　0名、前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ  1名）
＊　成績結果

　優勝　森　紘一（神戸学園都市ワイズ）
　　　　　２位　依田成史（ＹＬＢＣ）

　　　　　３位　合田純二（神戸学園都市ワイズ）
②　女子シングルス日本選手権大会

＊　女子によるシングルス競技。

＊　愛知・関西地区予選は6月9（土）,10（日）日に明石市明石公園グリー

ンで開催。参加者は6名であった。
＊　関東地区予選は6月3日（日）に立川市昭和記念公園グリーンで、参加者
　　12名で開催した。
＊　本選実施日時：2018年10月20日(土) 、21日(日)
＊　本選実施場所：横浜市YC&ACグリーン
＊  サポート：ＢＪ関東支部 

＊　従事者の人数：6人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：8名
　　　　（関東　3名、愛知・関西　4名、
　　　　　　　　　　　　　オーストラリア　1名、前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ  0名）
＊　成績結果

　優勝　黒原恵子（オーストラリアクラブ）
　　　　　２位　佐々木祐子（ＹＣ＆ＡＣ）
　　　　　３位　井上千加子（神戸タッチャーズ）
③　男子ペアーズ日本選手権大会
＊　男子によるペアーズ競技。

＊　愛知・関西地区予選は9月29日（金）、30日（土）に神戸市しあわせの村
グリーンで開催。参加者は10チーム（20名）であった。

＊　関東地区予選は、7月22日（日）に立川昭和記念公園グリーンで開催。
参加者は5チーム（10名）で開催した。
＊　本選実施日時：2018年11月10日（土）、11日（日）
＊　本選実施場所：神戸市しあわせの村グリーン
＊  サポート：ＢＪ関西支部 

＊　従事者の人数：3人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：12チーム
 (関東　3チーム、愛知・関西　8チーム、前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ  1チーム)
＊　成績結果

男子　優勝　ｱﾚｯｸｽ･ﾍﾝﾃﾞｨ、ﾏｰｾﾙ･ﾆｰﾀﾞﾊｳｻﾞｰ（ＹＣ＆ＡＣ）
　　　２位　藤川辰美、奥田　昭（ＡＬＢＣ）
　　　　　３位　田町智之、小山　潤（甲南ﾛｰﾝﾎﾞｱｰｽﾞ､LC京都）
④　女子ペアーズ日本選手権大会

＊　女子によるペアーズ競技。

＊　愛知・関西地区予選は申し込み者数＝本選出場枠であったため実施せず。
＊　関東地区予選は、6月24日（日）に立川昭和記念公園グリーンで、参加者は

8チーム（16名）で開催した。
＊　本選実施日時：2018年11月10日（土）、11日（日）
＊　本選実施場所：神戸市しあわせの村グリーン

＊  サポート：ＢＪ兵庫支部 

＊　従事者の人数：5人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：5チーム

　　　　(関東　1チーム、愛知・関西　3チーム、前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ　１チーム)
＊　成績結果

　        優勝　郭　善芳、植松寿子（兵庫車椅子クラブ） 
　　　　　２位　島　美里、小山裕木恵（ＬＣ京都）

　　　　　３位　八杉　瞳、前林典子（ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎）
⑤　男女を問わないペアーズ全国オープン大会

＊　男女を問わない２名によるペアー競技。

＊　実施日時：2018年10月28日(日)
＊　実施場所：立川昭和記念公園グリーン
＊  サポート：ＢＪ関東支部
＊　従事者の人数：５人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加チーム数7チーム×2名＝14名

    関東地区から7チームが参加
＊　成績結果

　　　　　優勝　松原和子、松原敬之（セイコースポーツ）

　　　　　２位　青木希夫、木元正悦（ＴＬＢＣ）

　　　　　３位　篠山俊介、中込紗耶（東京ﾛｰﾝﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ）
⑥　男女を問わないトリプルズ全国オープン大会
＊　男女を問わない３名によるトリプルズ競技。

＊　実施日時：2018年5月20日（日）
＊　実施場所：神戸市しあわせの村グリーン

＊  サポート：ＢＪ関西支部

＊　従事者の人数：7人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加チーム数14チーム×3名＝42 名

    関西地区から14チームが参加

＊　成績結果

　　　　　優勝　安部　宏､加久石幸三、船引啓吾（神戸グリーン倶楽部）

　　　　　２位　旭　吉功、垣内紀子、西條和子（ＡＬＢＣ）

　　　　　３位　今給黎順古、横井幸雄、野田和夫（神戸タッチャーズ）
⑦　男女を問わないフォアーズ全国オープン大会
＊　男女を問わない4名にフォアーズ競技。

＊　実施日時：2018年9月24日（月）
＊　実施場所：明石市明石公園グリーン

＊  サポート：ＢＪ関西支部
＊　従事者の人数：4人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加チーム数10チーム×4名＝40名

   　　　　　　 関西地区から10チームが参加

＊　成績結果

　　　 優勝　川村信子、植松寿子、植松博至、児島久雄（兵庫車椅子クラブ）

　　 ２位　西條和子、垣内紀子、魚住弘治、奥田　昭（ＡＬＢＣ）
　　　 ３位　大杉正樹、上所正義、石田博規、山田　誠（神戸ボウルズ）
　　２）年間優秀ボウラー表彰制度の発足
ＢＪ主催の日本選手権大会および全国オープン大会への参加促進策として、
および競技指向トップボウラーの技量向上意欲刺激策として、前年度から「年間優秀ボウラー」を表彰する制度を開始した。日本選手権大会、全国オープン大会および日本代表として参加する国際選手権大会への参加および入賞実績に応じて個人別にポイントが付加されるシステムであり、その年間累積ポイントの高い者を地区別に公表していくものである。2年目の本年度の実績は次表の通りであった。
各地区の上位3位までにＢＪ理事長名の表彰状が授与された。

　　　<関東地区ベスト１０>
	順位
	累計ﾎﾟｲ

ﾝ

ﾄ
	氏名
	所属
	獲得ポイント内訳

	
	
	
	
	日本選手権大会
	全国オープン大会
	国際選手権大会

	
	
	
	
	男

Ｓ
	女

Ｓ
	男

Ｐ
	女

Ｐ
	Ｐ
	Ｔ
	Ｆ
	ｱｼﾞｱ
	C

Of

C’s
	W.

Cup

	1位
	17
	依田成史
	YLBC
	11
	
	 5
	
	 1
	
	
	
	
	

	2位
	13
	Alex Hendy
	YC&AC
	 1
	
	12
	
	
	
	
	
	
	

	3位
	12
	Marcel N.
	YC&AC
	
	
	12
	
	
	
	
	
	
	

	4位
	11
	松原敬之
	東京LB
	1
	
	 6
	
	4
	
	
	
	
	

	5位
	10
	佐々木祐子
	YC&AC
	
	10
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	安達順一
	YC&AC
	4
	
	 5
	
	 1
	
	
	
	
	

	
	
	田中仁美
	東京LB
	
	6
	
	 4
	
	
	
	
	
	

	8位
	 8
	篠山俊介
	東京LB
	1
	
	5
	
	
	
	 2
	
	
	

	9位
	 7
	濱田早織
	YC&AC
	
	 1
	
	 6
	
	
	
	
	
	

	
	
	松原和子
	東京LB
	
	3
	
	
	 4
	
	
	
	
	


　　　<関西地区ベスト１０>
	順位
	ﾎﾟｲ

ﾝ

ﾄ
	氏名
	所属
	獲得ポイント内訳

	
	
	
	
	日本選手権大会
	全国オープン大会
	国際選手権大会

	
	
	
	
	男

Ｓ
	女

Ｓ
	男

Ｐ
	女

Ｐ
	Ｐ
	Ｔ
	Ｆ
	ｱｼﾞｱ
	C of

C’s
	W.

Cup

	1位
	17
	森　紘一
	学園Y
	14
	
	 1
	
	
	1
	1
	
	
	

	2位
	16
	奥田　昭
	ALBC
	 2
	
	 6
	
	
	1
	3
	 4
	
	

	3位
	15
	合田洋子
	学園Y
	
	 6
	
	
	
	1
	1
	 4
	
	 3

	4位

	14
	合田純二
	学園Y
	 5
	
	
	
	
	1
	1
	4
	
	 3

	
	
	植松寿子
	車椅子
	
	
	
	10
	
	
	4
	
	
	

	6位
	13
	小山祐木恵
	LC京都
	
	5
	
	 7
	
	
	1
	
	
	

	
	
	田町智之
	甲南LB
	 4
	
	5
	
	
	1
	1
	2
	
	

	8位
	12
	八杉　瞳
	LB中崎
	
	1
	
	 5
	
	1
	1
	4
	
	

	9位
	10
	前林典子
	LB中崎
	
	4
	
	5
	
	
	1
	
	
	

	
	
	横井幸雄
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ
	 1
	
	6
	
	
	2
	1
	
	
	


　　　<全日本ベスト１０>
	順位
	ﾎﾟｲ

ﾝ

ﾄ
	氏名
	所属
	獲得ポイント内訳


	
	
	
	
	日本選手権大会
	全国オープン大会
	国際選手権大会

	
	
	
	
	男

Ｓ
	女

Ｓ
	男

Ｐ
	女

Ｐ
	Ｐ
	Ｔ
	Ｆ
	ｱｼﾞｱ
	C of

C’s
	W.

Cup

	1位
	17
	依田成史
	YLBC
	11
	
	 5
	
	 1
	
	
	
	
	

	
	
	森　紘一
	学園Y
	14
	
	 1
	
	
	1
	1
	
	
	

	3位
	16
	奥田　昭
	ALBC
	 2
	
	 6
	
	
	1
	3
	 4
	
	

	
	
	黒原恵子
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
	
	 9
	
	
	
	
	
	7
	
	

	5位
	15
	合田洋子
	学園Y
	
	 6
	
	
	
	1
	1
	 4
	
	 3

	6位
	14
	合田純二
	学園Y
	 5
	
	
	
	
	1
	1
	4
	
	 3

	
	
	植松寿子
	車椅子
	
	
	
	10
	
	
	4
	
	
	

	8位
	13
	AlexHendy
	YC&AC
	 1
	
	12
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	小山祐木恵
	LC京都
	
	5
	
	 7
	
	
	1
	
	
	

	
	
	田町智之
	甲南LB
	 4
	
	5
	
	
	1
	1
	2
	
	

	
	
	松岡　緑
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
	
	
	
	
	
	
	
	13
	
	


（４）地方競技会の開催
　　１）全般

＊　日本選手権大会およびそれに準ずる全国オープン大会の他に、BJ加盟の各クラブが個々に主管している地方競技会を約100回ほど、各地において開催した。これらは、BJ主催あるいはＢＪ関東支部主催、ＢＪ関西支部主催等と
名付けていてもBJからの補助金などは受けず、独立採算で実施しているためBJの会計には含めていない。

また、例えば神戸市長杯大会、明石市長杯大会など他の団体の後援を得て
実施している冠大会があるが、これらも補助金は受けていないので、担当す
る主管クラブによる独立採算体制としている。
これらの中で特筆に値するものは、ＢＪ関西支部の主催している「ＳＶリー

グ」、「Ｍリーグ」、「Ａリーグ」やローンボウルズ中崎クラブが主催している
「中崎リーグ」などのリーグ戦方式である。これらは6か月間あるいは3か月間という一定期間における勝ち星数で順位を決めるもので、ローンボウルズ愛好者人口を増やし、且つ施設の稼働率を上げることにも寄与しているものと評価できる方式である。
他の団体が主催元となっていてＢＪまたはその支部が主管元として実施している大会では、運営費の一部を補助金として受けて実施しているものがある。

兵庫県生涯スポーツ連合が主催の「県民ふれあい大会（毎年11月23日に神
戸市しあわせの村で開催）」、2017年度から参加開始した神戸市およびこうべ
長寿祭推進協議会が主催の「こうべ長寿祭（毎年5月ないし6月に神戸市し
あわせの村で開催）」、兵庫県ひょうご生涯スポーツ大会実行委員会が主催の

「初心者ローンボウルズ大会（（毎年9月ないし10月に神戸市しあわせの村

で開催）」などがある。これらは各大会ごとの独立採算体制としている。

＊　実施日時：通期
＊　実施場所：各地ローンボウルズグリーン 
＊　従事者の人数：毎回３人×100回＝300人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：
＊　支出金額：なし（参加者負担方式）
　　
（５）ローンボウルズ人口拡大のための初心者体験教室等の開催
1） 明石公園グリーンにおける初心者体験教室

＊　ALBCクラブが企画・主催し毎月１回定期的に開催しているものであり、

指導員はBJ会員の有志が無償でつとめている。

＊　実施日時：毎月１回第１土曜日
＊　実施場所：明石公園グリーン
＊　従事者の人数：４人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数　毎回5名程度
＊　支出金額：なし
２）神戸市しあわせの村における健常者対象の初心者体験教室
＊　しあわせの村グリーンの指定管理者である保養荘ひよどりが企画・主催し
BJ会員の有志が基本的には無償で協力しているものである。
＊　実施日時：今期は春、秋に各１回を実施した。
　　　 5月27日(日)　13時～15時
10月21日(日)　13時～15時
＊　実施場所：しあわせの村グリーン
＊　従事者の人数：７人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民14名が参加した。
＊支出金額：なし
３）神戸市しあわせの村における障がい者対象の初心者体験教室
＊　神戸市障害者スポーツ協会が企画・主催し、兵庫車椅子クラブが

基本的には無償で協力しているものである。

　（詳細は25ページ参照）

４）神戸市西区玉津リハビリセンターにおける障がい者ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ普及講習会

＊　玉津リハビリセンターが体育館内にカーペットの２リンクを設置し、月に

１、2回程度　希望者を対象として普及講習会を開催している。兵庫車椅子

クラブの会員が無償で指導の協力をしている。
　（詳細は25ページ参照）
５）「春の県民ふれあい大会」でローンボウルズ体験教室開催
＊　兵庫県体育協会主催の「春の県民ふれあい大会」の中で、ＢＪ関西支部役員およびボランテイアによる体験教室を実施する計画。
＊　実施日時：5月13日（日）

＊　実施場所：明石公園陸上競技場　芝生広場
＊　結果：兵庫車椅子クラブ保有の「室内用ミニ・ローンボウルズ用具（ジャッ

ク、ボウル、マット）4セット」を使用して、主として子ども層を対象

に、ローンボウルズの紹介および体験教室を実施する予定であったが、

雨天のため中止となった。
＊　支出金額：なし場所： 

６）「第22回兵庫県レクリエーション大会」でローンボウルズ体験教室開催
＊　兵庫県レクリエーション協会主催の「第22回兵庫県レクリエーション大会」の中で、ＢＪ関西支部役員およびボランテイアによる体験教室を実施する計画。
＊　実施日時：10月7日（日）10:00 ～15:40　 
＊　実施場所：明石公園陸上競技場　芝生広場
＊　結果：台風接近による天候不良の気象情報により大会が中止となった。
＊　支出金額：なし
７）兵庫県生涯スポーツ連合主催第20回県民ふれあい大会にて体験教室を開催

＊　実施日時：平成30年11月23日（祝）10時～16時

＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：ＢＪ関西支部有志5名

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民約40名が来訪

＊　支出金額：なし
（６）技術普及・向上講習会などの開催
１）アンチドーピング研修会の開催
　　　　＊ 主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本　障がい者ＬＢ部
　　　　　　　　　JPCの「障がい者スポーツ競技力向上事業助成金」52,753円を得て
実施した。
＊ 場所：しあわせの村　保養荘ひよどり　研修室
＊ 日時：2018年7月7日（土）13:30～15:30（2時間）
＊ 講師：（公財）日本アンチドーピング機構(JADA) 協力トレーナー金子恵美講師
＊ 参加者：15名が参加（うち8名が障がい者選手、7名がその競技パートナーの

健常者選手）
＊ 研修内容： 今後、国際大会に参加した時に必須になると予想されるドーピン

グ検査に関して、その必要性などの基本から受検の実務までの全体を専門講師から要領よく講義された。
　　　　　10月にインドネシアで開催されるアジア・パラ大会ではドーピング検
査が実施されることが確実視されており、その準備としても有用であ
った。
＊　支出金額：なし（助成金にて講師謝礼、会場使用料などに充当）
２）初心者のためのルール、マナー研修会の開催
　　　　＊ 主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本関西支部
＊ 場所：しあわせの村　保養荘ひよどり　研修室
＊ 日時：2019年1月22日（火）13:00〜17:00
＊ 講師：森ＢＪ理事長、合田関西支部長ほか
＊ 参加者：20名が参加
＊ 研修内容：国際ルールブック（第3版）をテキストにして、初心者が知って

おくべきローンボウルズのルールおよびマナーについて講師から
解説し、質疑応答により理解を深めるようにした。
＊　支出金額：2,000円（会場使用料）
３）中級レベルプレイヤーを対象としたスキル・レベルアップ講習会の開催
　　　　＊ 主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本　技術・競技部
BJ会員の競技スキル・アップに向け、指導手法や練習の進め方などについて統一的に学び、ここで体験した情報や手法を各クラブで実践して総体的なレベルアップに繋ぐことを目的として開催。
＊ 場所：明石公園ローンボウルズ管理棟およびローンボウルズグリーン
＊ 日時：2019年3月25日（月）9:30〜16:00
＊ 講師：小山ＢＪ理事（技術・競技部）ほか
＊ 参加者：24名が参加
＊ 研修内容： 
　　　　　　　9：30～10：00　　管理棟にてレクチャー　
　　　　　　　　　　　　　　　　　・戦略、戦術、ポジションの役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　・レベルアップに効果的な練習メニューの紹介

　　　　　　　10：00～12：00　　ドリルに基づく各種ドロウの実習、　戦術：局面最適アプローチ等についてグリーンで実践。

　　　　　　　12；00～13：00　　休憩（各自昼食）

　　　　　　　13：00～16：00　　午前に学んだ体験を実戦に生かす

　　　　　　　　　　　　　　　　　8エンドゲーム２試合を行う。
＊　支出金額：なし（参加費500円/人の徴収にて対応）

（７）　障がい者ローンボウルズ普及活動
2017年度から当法人として、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会　日本パラリンピック委員会に加盟した。そして法人内としては「障がい者ローンボウルズ部」を新設し、児島久雄理事を部長に任命した。いろいろと煩雑な事務作業が増加したが、早速に「障がい者スポーツ競技力向上事業助成金」を受けることが出来、競技力強化合宿や競技力強化のための海外大会参加などを活発化することが出来た。
　　１）平成30年度日本障がい者スポーツ協会、日本パラリンピック委員会関連活動実績

　　　　①　平成30年4月26日付けで平成30年度加盟分担金10万円を振り込み

　　　　②　平成30年4月21日（土）　

会場：東京　味の素ナショナルトレーニングセンター1階大研修室
      日本障がい者スポーツ協会加盟競技団体会議（平成30年度第1回）に出席
4月21日（土）12:00～13:45 ： H30年度障がい者競技力向上事業

　　　　　　　　　　　助成金制度に関する説明会（出席は森理事長）
　　　　　　　　　　　　　　　　 17:00～17:30 ： アジア・パラリンピック出場団体

への説明会（出席は松原関東支部長）
　　　　③　平成30年11月13日（火）　

会場：東京　日本障がい者スポーツ協会　４階大研修室

      ガバナンス強化研修会（平成30年度第２回）に出席（植松博至、植松寿子）
10:00～12:30 ： 会計・経理から見る健全な団体運営
　　　　　　　　　13:20～15:20 ： 透明性と説明責任について
　　　　　　　　　15:30～17:00 ： スポーツ組織とソーシアルメデイアについて
　　　　④　平成31年3月5日（火）9:30～15:30　

会場：ベルサール東京日本橋
      日本障がい者スポーツ協会加盟競技団体会議（平成30年度第2回）に出席
•H31年度障がい者競技力向上事業助成金制度に関する説明会
•H30年度JSAD事業報告、H31年度JSAD事業計画
•各専門委員会活動報告
•東京2020オリンピック・パラリンピックについて

•全国障がい者スポーツ大会について
•スポーツ界におけるインテグリテイの確保について
（出席は森理事長）
　　　　　　　　　
1． 平成30年1月15日30年度JSC競技力向上事業補助金申請書送付（初版）
　　　　　　平成30年7月30日 30年度JSC競技力向上事業補助金申請書送付（最終版）

　　　　　　平成30年9月7日 30年度JSC競技力向上事業補助金交付額決定通知書受領
2． 平成30年度JSC競技力向上事業実施結果
　　　　　　　ｱｼﾞｱﾊﾟﾗ･ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ大会事前準備国内合宿（第1回）　
　Ｈ30年4月17日,18日　淡路島ｳｴﾙﾈｽﾊﾟｰｸ五色   9名参加
　　　　　　　第1回JPC加盟競技団体会議出席

　Ｈ30年4月21日 　味の素ﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ   ２名参加
　　　　　　　ｱｼﾞｱﾊﾟﾗ･ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ大会事前準備国内合宿（第２回）　
　Ｈ30年5月23日,24日　淡路島ｳｴﾙﾈｽﾊﾟｰｸ五色   13名参加
　　　　　　　ｱｼﾞｱﾊﾟﾗ･ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ大会事前準備国内合宿（第３回）　

　Ｈ30年6月19日,20日　淡路島ｳｴﾙﾈｽﾊﾟｰｸ五色   12名参加
　　　　　　　アンチドーピング研修会開催

　Ｈ30年7月7日　しあわせの村研修館研修室  16名参加
              ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ･ﾏｰﾗｲｵﾝｶｯﾌﾟ障がい者大会2018へ選手派遣　　　　　　　　
Ｈ30年7月18日～24日　シンガポール　　　7名参加
　　　　　　　アジアパラ大会派遣に関するヒアリング会出席

Ｈ30年8月18日　東京ＪＰＣ会議室　　　2名参加
              韓国ﾌﾟﾚｼﾃﾞﾝﾄｶｯﾌﾟ障がい者大会へ選手派遣　　　　　　　　

Ｈ30年9月14日～18日　韓国大邱　　　7名参加
　　　　　　　アジアパラ大会派遣選手団ｵﾛｴﾝﾃｰｼｮﾝ会議出席

Ｈ30年9月4日  東京　日本財団ビル　　　2名参加
　　　　　　　平成30年度メデイカルチェック事業

Ｈ30年11月30日　神戸市内、明石市内　　　9名参加
　　　　　　　第4回国内強化合宿

Ｈ30年12月11日～13日　鳥取県安来市　　　7名参加

　　　　　　　第5回国内強化合宿

Ｈ31年1月22日～23日　高知県高知市　　　9名参加
　　　　　　　第2回JPC加盟競技団体会議出席

　Ｈ31年3月4日,5日　ベルサール東京日本橋   1名参加

3． JSC競技力向上事業実施結果報告書送付および審査結果受領
　　　　　　　ｱｼﾞｱﾊﾟﾗ･ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ大会事前準備国内合宿（第1回）　

　報告書送付　5月10日、　審査結果受領　10月26日

　　　　　　　第1回JPC加盟競技団体会議出席

　報告書送付　5月12日、　審査結果受領　10月5日
　　　　　　　ｱｼﾞｱﾊﾟﾗ･ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ大会事前準備国内合宿（第２回）　

　報告書送付　6月5日、　審査結果受領　10月26日
　　　　　　　ｱｼﾞｱﾊﾟﾗ･ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ大会事前準備国内合宿（第３回）　

　報告書送付　6月29日、　審査結果受領　10月26日

　　　　　　　アンチドーピング研修会開催

　報告書送付　7月30日、　審査結果受領　10月5日
              ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ･ﾏｰﾗｲｵﾝｶｯﾌﾟ障がい者大会2018へ選手派遣　

　報告書送付　8月17日、　審査結果受領　10月26日

　　　　　　　アジアパラ大会派遣に関するヒアリング会出席

　報告書送付　4月17日、　審査結果受領　11月9日
              韓国ﾌﾟﾚｼﾃﾞﾝﾄｶｯﾌﾟ障がい者大会へ選手派遣　　

　報告書送付　9月12日、　審査結果受領　10月26日

　　　　　　　アジアパラ大会派遣選手団ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ会議出席

　報告書送付　9月13日、　審査結果受領　10月26日

　　　　　　　平成30年度メデイカルチェック事業

　報告書送付　11月30日、　審査結果受領　平成31年1月7日
　　　　　　　第4回国内強化合宿

　報告書送付　12月26日、　審査結果受領　平成31年1月18日

　　　　　　　第5回国内強化合宿

　報告書送付　平成31年2月10日、　審査結果受領　
　　　　　　　第2回JPC加盟競技団体会議出席

　報告書送付　平成31年3月10日、　審査結果受領　
４．独立行政法人日本スポーツ振興センター（JSC）による会計現地監査対応
　　　　　　　　日時：2018年10月24日（水）午前９時から11時まで
場所：森理事長自宅

出席者：ＢＪ側　　森理事長、児島障がい者ＬＢ部長

　　　　　　　　　　　　JSC側　　佐藤春太郎氏（支援企画課主任）、

石坂久珠子氏（支援第一課主任）、須永　功氏（税理士）

　　　　　　　　内容：平成29年度に日本パラリンピック委員会（JPC）経由でJSCから

助成金を受けて実施していた障がい者ＬＢ競技力向上事業につい

て、その会計処理が適正に実施されガバナンス・コンプライアン

ス（統治および法令順守）が機能しているかについて、領収書を

はじめとした帳票の1枚、1枚についてチェックされ監査された。

　　　　　　　　　　　その結果は、おおむね良好という評価で終了した。
５．アジアパラ競技大会に日本代表選手団のメンバーとしてローンボウルズ種目

に出場
　　　　　　　　　（詳細内容は34ページに掲載）

　　２）その他　当法人としてのローンボウルズ普及活動実績
1 神戸市しあわせの村における障害者対象の初心者体験教室

＊　神戸市障害者スポーツ協会が企画・主催し、兵庫車椅子クラブが

基本的には無償で協力しているものである。

実施日時：6回         毎回13:00～16:00にて実施。

（平成30年5月6日、13日、27日、9月2日、17日、23日）　　　

＊　実施場所：しあわせの村グリーン

＊　従事者の人数：８人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：毎回４０名程度

＊　支出金額：なし

2 神戸市西区玉津リハビリセンターにおける障がい者ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ普及講習会
＊　玉津リハビリセンターが体育館内にカーペットの２リンクを設置し、月に

１、2回程度　希望者を対象として普及講習会を開催している。兵庫車椅子

クラブの会員が無償で指導の協力をしている。

＊　実施日時：毎回火曜日の15:00～18:00の約3時間
＊　実施場所：神戸市西区玉津リハビリセンター

＊　従事者の人数：５人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：リハビリセンター利用者その他毎回約10名

＊　支出金額：なし

3 障がい者ファミリーローンボウルズ大会（藤原杯争奪戦）開催

＊　実施日時：平成30年5月12日（土）9時～17時　　　

＊　実施場所：明石公園ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから３人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：3人/チーム×12チーム＝36人

＊　支出金額：なし　(徴収参加費の範囲内で実施)
④　全日本障害者ローンボウルズ選手権大会（台風接近のため中止）

＊　実施予定日時：平成30年9月29日（土）9時～17時　　

　　　　　　　          男女不問シングルス戦。

＊　実施場所：明石公園ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブ有志
＊　支出金額：なし　
⑤　第18回のじぎく杯室内ローンボウルズ大会開催

＊　実施日時：平成30年11月17日（土）9時～17時　　　

＊　実施場所：兵庫県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ育館インドアカーペット

＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから３人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：3人/チーム×９チーム＝27人

＊　支出金額：なし　(徴収参加費の範囲内で実施)
⑥　韓国　慶尚南道障害人体育会との交流大会に参画
＊　実施日時：平成30年11月27日（火）　

＊　主催：兵庫県障がい者スポーツ協会
＊　実施場所：神戸市内　兵庫県職員会館3階体育館
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから3人とＢＪ本部から3人
＊　受益対象者の範囲および人数：韓国から5名のボウラーが参加
＊　支出金額：なし　
⑦　兵庫車椅子クラブ納会大会開催
＊　実施日時：平成30年12月8日（土） 9:00～17:00　　　

＊　実施場所：明石市明石公園ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから３人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：2名/チーム×12チーム＝24名
＊　支出金額：なし　(徴収参加費の範囲内で実施)
        ⑧　2019ウインター・インドアローンボウルズ大会開催
＊　実施日時：平成31年1月12日（土） 9:00～17:00　　　

＊　実施場所：兵庫県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ育館インドアカーペット
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから6人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：3名/チーム×9チーム＝27名
＊　支出金額：なし　(徴収参加費の範囲内で実施)
　    　⑨　高知市の障がい者ローンボウラーとの合同練習会を実施
＊　実施日時：平成31年1月23日（水）10時～16時
＊　実施場所：高知市春野運動公園体育館　インドアカーペット（2面）
＊　従事者の人数：ＢＪ兵庫支部から9人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：高知市在住障がい者ボウラーを含めて
　　　　　　　　　　　　　　　合同練習会を開催

＊　支出金額：なし（日本パラリンピック委員会の競技力向上事業助成金を

受けて実施）
（８）用具・物品購入の斡旋
＊　ローンボウルズ用具（主としてボウル、ボウルケース、メジャー、ワックス、シューズなど）は日本国内になくオーストラリア、イギリスなどからの輸入になる。代理店契約していた会社が撤退したりしてローンボウルズ愛好者や団体、学校などが用具購入に難を感ずることがあったため、BJ会員の山田誠氏（神戸ボウルズ）がテーラー社（イギリス）との代理店契約を結び、小田洋之氏(愛知ボウルズ)がヘンゼライト社（オーストラリア）との代理店契約締結を進め、個人の用具購入希望者からの利用に対応している。
BJとしては、地方公共団体や学校などからの引き合いに対しては認定NPO法人ローンボウルズ日本が契約当事者となり、それ以外の個人取引については両氏と当事者との直接取引としBJとしては関与しないことを原則とした。
今期は団体、学校などへの斡旋としては次の2件があった。
平成31年1月に、日本体育大学へショートマット・インドアボウルズ用の

　　　　　　　　　　　マットおよびボウルセットを1式　納入。

平成31年2月に、袖ヶ浦レクリエーション協会へショートマット・インドア

ボウルズ用のマット1式を納入。
　また、これとは別に主として海外大会に出場する日本代表選手等の交換用みやげとしてBJ会員ピンバッジ、ＢＪ名前入りキーホルダー、ＢＪ名前入りボールペン等を単価200－300円で仕入れて在庫している。これらは希望者にはほとんど仕入れ価格のままで販売もしている。適正在庫がなくなった時点で随時に在庫補充をしている。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：全国
＊　従事者の人数：２人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：用具斡旋を受けた者　　約30名
＊　支出金額：今期は有償仕入れ実績はなし。
　　　　　　　平成31年1月15日に田原淳子ＢＪ会員から、日本ローンボウル

ズ委員会時代の旧タイプＢＪピンバッジ35個およびボウル拭きタ

オル98枚を無償提供されて、在庫に加えた。
（９）組織の強化・充実
　　１）総会、理事会の開催
＊「認定NPO法人」資格取得して4年目の年にあたり、また森理事長体制としても4年目となり組織充実に向けて何かと課題の多い1年であった。
平成30年4月22日(土)　名古屋市中京大学にて：
定期総会
第1号議案　平成29年度事業結果報告書および決算報告書の承認
　        第2号議案　平成30年度事業計画書および予算計画書の承認
　第3号議案　ＢＪ理事の異動の承認
　解任：TMLBS  細野長穂
　　　　神戸グリーン　船引啓吾
　　　　愛知ボウルズ　中村慎吾

　就任：セイコースポーツ　小林信芳

　　　　村人クラブ　吉田利男

　　　　愛知ボウルズ　木藤直樹
　        第4号議案　定款の一部変更（貸借対照表の公告方法の変更）の承認 
第1回理事会
第1号議案　ローンボウルズ認知度向上および会員数拡大のための具体的
活動策について
　        第2号議案　その他の報告事項
平成30年8月25日(土)　第２回理事会 (Eメールによる理事会)招集
第1号議案　平成31年度日本選手権大会の計画案の審議

　        第2号議案　日本選手権本選大会の日程変更の取り扱いに関する規定制定

　　　　　　　　　　　についての審議
　        第3号議案　報告事項

①10月インドネシアでのアジアパラ競技大会派遣選手およ

び帯同スタッフの選考委員会開催結果の報告
　　   　　②10月中国でのアジア地域選手権大会およびユース選手権

大会派遣選手の選考状況の報告
平成30年12月16日(日)　 名古屋市中京大学にて第3回理事会 
第1号議案　平成30年度日本選手権大会実施結果の報告および関連事項
①大会統括専任役員の交通費、宿泊費支給の内規化
　　   　　②予選終了後の本選大会日程変更の今後の取扱い方針
第2号議案　平成30年度会計中間報告の報告
第3号議案　平成31年度主要行事計画の審議
第4号議案　BJ理事推薦基準（内規）の一部修正についての審議
　         第5号議案　各支部及び各専門部からの報告事項など
平成31年4月7日(日)　 名古屋市中京大学にて第4回理事会 
第1号議案　平成30年度事業結果報告書および決算報告書の承認
第2号議案　平成31年度事業計画書および予算計画書の承認
第3号議案　関東支部、関西支部からの報告事項
　        第4号議案　平成30年度優秀ボウラー表彰者の報告
＊　実施日時：上記の通り
＊　実施場所：上記の通り
＊　従事者の人数：延べ約120人
＊　受益対象者の範囲および人数：不特定多数一般市民 

＊　支出金額：理事会参加交通費補助　　   210,570円

２）支部組織活動の進展
２－１）関西支部関係
＊　合田支部長体制の2年目をほぼ順調に終了した。平成30年度から、愛知、京都、高知の各クラブも支部構成員に含めることになり、名称を兵庫支部から関西支部に変更した。また、神戸グリーン倶楽部がＢＪから退会したことに伴い、副支部長の残り任期1年を船引啓吾（神戸グリーン）から
旭 吉功(ALBC)に交替した。従って、支部役員体制は次の通りであった。
　　　　　支部長　　　合田純二（学園都市ワイズメンズ）

　　　　　副支部長　　旭 吉功（ＡＬＢＣ）
　　　　　事務局長　　宮崎宗久（神戸タッチャーズ）

　　　　　総務・会計　平松康雄（ローンボウルズ中崎）
＊　実施日時：

平成30年4月28日（土）　関西支部第1回運営委員会開催
　　　　　　　　　　　　　たんぽぽの家セミナー室にて

　　　　　① 平成30年度関西支部活動計画

　　　　　② 平成29年度支部会計報告、平成30年度支部収支予算

　　　　　③ 平成29年度明石ＬＢ場自主管理会計報告

　　　　　④ 平成30年度支部運営委員名簿
平成30年10月26日（金）　関西支部第2回運営委員会開催
　　　　　　　　　　　　　　保養荘ひよどり研修室にて

　　　　　① 平成30年度関西地区大会計画表

　　　　　② 平成30年度支部上期活動実績報告

　　　　　③ 各種検討事項

　　　　　④ その他の連絡、報告事項
平成31年2月16日（土）　関西支部第3回運営委員会開催
　　　　　　　　　　　　　保養荘ひよどり研修室にて

　　　　　① 平成31,32年度の運営委員及び支部役員人事について
　　　　　② 平成31年度関西地区大会計画表について
　　　　　③ 平成31年度主要大会日程及び主管事務局・サポートクラブについて
　　　　　④ 平成31年度ＳＶリーグの参加クラブ、役割分担

　　　　　⑤ 平成31年度明石グリーン自主管理当番表について

　　　　　⑥ 継続審議の明石グリーン管理業務引継ぎについて

　　　　　⑦ 次回運営委員会の日程調整その他
＊　実施場所：兵庫県内
＊　従事者の人数：４人
＊　受益対象者の範囲および人数：兵庫支部会員　　約160名
＊　支出金額：兵庫支部活動費用　 25,000円 

　　　　その他に　兵庫県レクリエーション協会加盟費用　10,000円
　　　　　　　　　兵庫県生涯スポーツ連合加盟費用　　　16,000円
２－２）関東支部関係
＊　平成30年度の支部役員体制は下記の通りであった。
支部長　　松原敬之（東京ローンボウリング）
　　副支部長　松原 忍（帝京中高校LBC）
　　事務局長　(支部長が兼務)
相談役　　黒沢秀行（ローンボウルズ東京）
＊　支部役員会議の開催：　適時
＊　支出金額：関東支部活動費用　 25,000円 

＊　今年度の主な活動内容は次のとおりであった。
            　BJ主催日本選手権大会およびその関東地区予選大会などを主管
実施日時および場所：
平成30年6月3日（日）立川昭和記念公園にて

女子ｼﾝｸﾞﾙｽ日本選手権関東地区予選会
平成30年6月10日（日）ＹＣ＆ＡＣにて

男子ｼﾝｸﾞﾙｽ日本選手権関東地区予選会
平成30年6月24日（日）立川昭和記念公園にて

女子ﾍﾟｱｰｽﾞ日本選手権関東地区予選会兼関東選手権大会
平成30年6月30日（土）～7月1日（日）ＹＣ＆ＡＣにて

YC&AC創立150周年記念国際ﾄﾘﾌﾟﾙｽﾞ大会
平成30年7月22日 (日)  立川昭和記念公園にて

男子ﾍﾟｱｰｽﾞ日本選手権関東地区予選会兼関東選手権大会
平成30年10月8日(月・祝)  立川昭和記念公園にて

男女不問ﾍﾟｱｰｽﾞ全国オープン大会
平成30年10月20日(土)～21日(日) ＹＣ＆ＡＣにて 
男女シングルス日本選手権大会
従事者の人数：延べ20人
受益対象者の範囲および人数：ローンボウルズ愛好者　合計253名
支出金額：なし（参加費収入で対応）
３）専門部の活動について
＊　BJ本部の専門部組織は、前期からの重点実行テーマを継続して、成果の向上
を期した。引き続き地道な努力を積み重ねて行かねばならないと言える。
今期の重点実行テーマとその活動成果をまとめれば次のようになる。
	部名
	平成30年度重点実行テーマ
	結果

	総務部
(奥田部長）
	BJ会員数拡大に向けての

活動の総合調整


	今期の新入会者は8名あったが、期末には退会クラブの情報もあり、全体としての会員数は下降傾向となってしまった。各クラブ、各支部が会員数拡大に向けてそれぞれに努力していただくことがベースであるが、そのために有効な施策は何であるかを見直す必要がある。。

	
	BJﾌﾞﾘﾃﾝを利用しての
会員相互の結束強化
	会員からの投稿が増えつつあるが、さらに活発化させることで、会員相互の結束強化をはかりたい。

	
	組織若返りのための
人材発掘と登用の探索
	支部活動などで若手・新人の登用が進みつつあり、その中で有能な人材の発掘をはかっていきたい。

	広報部
(黒沢部長)
	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、Facebookによる

情報発信の活発化
	対外的情報発信機能の１つとしてのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの効果は徐々に出つつあると言えるが、維持体制の強化は更に努めねばならない。

	
	ﾏｽﾒﾃﾞｲｱへの登場頻度向上に

向けての活動
	個別のトピックスで登場しているが、更に頻度アップに努めねばならない。

	事業開発部
(山田部長 )
	グッズ販売事業、指導員派遣事業などの新規開拓
	大学向けに広報パンフレットを配布したことにより、ボウルズ・グッズの発注があった。さらに拡大をはかりたい。

	
	企業賛助会員、スポンサーの発掘
	ＬＣ京都からスポンサー候補の提案があったので、詰めの作業を継続する。

	技術・競技部
(坂本部長 )
	日本選手権大会、全国オープン大会の参加者数の拡大ならびに大会内容の充実
	日本選手権大会参加者数は、主に関西地区の減により前年比90%に減少した。本選会場により影響される要素が大きい。全国オープン大会も地元からの参加者主体になってきている傾向がある。

	
	アンパイヤー資格講習
会（関東）の開催
	参加申し込み者数が少なく、中止した。

	障がい者

LB部
(児島部長)
	障がい者ボウラー人数拡大に向けての活動強化
	体験教室開催や、ＰＲは積極的に展開しているが、人数拡大はあまり進んでいない。

	
	競技力向上のための国内合宿ならびに海外大会参加の実施
	今期はアジアパラ大会出場が目標であったため、合宿、海外大会参加共に活発であった。日本パラリンピック委員会からの競技力向上助成金による支援効果が大きい。

	国際部
(森部長 )
	関西WMG2021大会開催に

むけての準備活動
	海外ＰＲは、オーストラリア・ニュージーランド地域およびアジア地域に向けてかなり進んだ。しかし、しあわせの村グリーン改修の成否はいまだ不透明である。

	
	海外からの来日ボウルズ交流ツアー希望者増加への対応体制の充実
	今年も、関西地区に希望者が集中しており、個別のグリーンにおける主活動クラブの協力を得て対応する実績はかなり出来た。


＊　実施日時：通期
＊　実施場所：当法人内部
＊　従事者の人数：任命されている委員数　31名
＊　受益対象者の範囲および人数：BJ会員　　約300名
＊　支出金額：とくになし。

世界ボウルズ機構(World Bowls Ltd)との連帯事業
（１）国際大会への参加など
１）ナショナルチーム派遣型大会

＊　World Bowlsあるいはその傘下の組織（例えば、アジアローンボウルズ連盟）が主催し、１カ国１代表チームによる選手権大会であり、BJとしては派遣選手１名に5,000円相当の補助をしている。今年の実績を以下に記す。
＊　実施日時および場所：
①　ワールド・チャンピオン・オブ・チャンピオンズ2018大会（シングルス）
2018年10月29日～11月4日　オーストラリアNSW州
　　　　　　　　　　セントジョンズパーク・ローンボウルズクラブ

　　　　　派遣選手：男子　佐藤寿治（ｵｰｽﾄﾗﾘｱｸﾗﾌﾞ）
女子　篠田麻衣子（東京LBC）仕事の都合で参加辞退
　　　　　結果：男子は予選を2勝10敗でグループ内13名中の11位に終わる。
②　アジア地域選手権大会2018
2018年10月10日～10月17日　中国河南省・新郷市
　　　　　派遣選手：男子　佐藤寿治（ｵｰｽﾄﾗﾘｱｸﾗﾌﾞ）、奥田　昭（ALBC）、
廣内鐡也、上田雄太（ＬＣ京都）
合田純二（学園都市ワイズ）、
田町智之（甲南ﾛｰﾝﾎﾞｱｰｽﾞ）、林　嘉雄（個人会員）
女子　合田洋子、森　弘子（学園都市ワイズ）､
松岡　緑、黒原恵子（ｵｰｽﾄﾗﾘｱｸﾗﾌﾞ）、
　　　八杉　瞳（ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎）

　　　　　　　　　　マネジャー　　森　紘一（学園都市ワイズ）

　　　　　結果：女子で銀メダル、銅メダルを獲得し表彰台に日章旗を掲揚し面
目を果たした。また男子U-25で初参加ながら健闘し将来が楽し
みとなった。マネジャー森はITOとして大会運営にも参画した。
	男子
	シングルス
	佐藤寿治
	予選を1勝2敗の3位となって決勝進出を逃す。

	
	フォアーズ
	廣内、林、合田、奥田
	予選を0勝3敗で4チーム中の最下位。

	
	ペアーズ
	合田、佐藤
	予選を0勝3敗で4チーム中の最下位。

	
	トリプルズ
	廣内、林、奥田
	予選を0勝4敗で５チーム中の最下位。

	女子
	シングルス
	松岡　緑
	予選を1勝2分け1敗の2位で決勝進出し、準決勝でフィリッピンを破ったが決勝でシンガポールに敗れた。銀メダル獲得。

	
	フォアーズ
	八杉、森、黒原合田
	予選を0勝3敗で4チーム中の最下位。

	
	ペアーズ
	黒原、松岡　
	予選を2勝1敗の1位で決勝進出し、

準決勝でフィリッピンに敗れて銅メダル獲得に終わる。

	
	トリプルズ
	八杉、森、合田
	予選を0勝3敗で4チーム中の最下位。

	U-25
	シングルス
	上田雄太
	合計8セットを戦い勝率３１％を達成。

	
	シングルス
	田町智之
	合計１０セットを戦い勝率３１％を達成。


③　アジアパラ競技大会2018インドネシア・ジャカルタ
2018年10月3日～10月14日　
　　　　　派遣選手：監督　　児島久雄（兵庫車椅子クラブ）

　　　　　　　　　　コーチ　野上哲男（神戸タッチャーズ）

　　　　　　　　　　　　　　植松寿子（兵庫車椅子クラブ）

男子シングルス（B6クラス）　植松博至（兵庫車椅子）

　　           （B7クラス）　児島久雄（兵庫車椅子）

（B8クラス）　山外芳敬（兵庫車椅子）
　　　　　結果：競技グリーンがホッケーグラウンドの上にカーペットを敷いた
だけという仮設グリーンで大変柔らかい表面であった（ボウル

は大変転がり難く、パワーが足りないとジャックまで到着しな

い）という悪いコンデイションであったため、日頃の実力が

発揮できずに、目標にしていたメダル獲得はならなかった。
	クラス
	選手名
	成績

	B6
	植松博至
	1勝1分3敗で6名中の5位に終わる。

	B7
	児島久雄
	1勝4敗で6名中の5位に終わる。

	B8
	山外芳敬
	1勝3敗5名中の4位に終わる。


④　 インドア・シングルス・ワールドカップ2019大会

2019年3月5日～13日　オーストラリア　ワリラ
派遣選手：女子　合田洋子 (学園都市ワイズ）

男子　合田純二（学園都市ワイズ）
　　　　　　　　　結果：男子ラッセル選手は前半は快調であったが、後半に息切れして

しまった。女子松岡選手は全体を通じて緊迫したゲームを展開

しており、中盤でのインド、オーストラリア、南アフリカとの

接戦をあと一つ、二つ拾えておれば決勝ラウンド進出も可能で

あったという良い成績であった。
	
	男子　ラッセル選手
	女子　松岡選手

	第1日
	×3-13,6-12  ニュージーランド
	×5-14,6-9  ニュージーランド

	
	〇10-4,4-10,3-2 マン島
	〇13-5,4-7,5-2 　米国

	第2日
	×4-8,7-7  トルコ
	〇12-3,4-10,6-0 　マカオ

	
	〇9-8,10-7 マカオ
	〇8-5,4-10,5-0 　マレーシア

	第3日
	×5-7,2-12  フィージー
	×4-9,7-10 インド

	
	〇8-2,10-10 スペイン
	

	第4日
	×2-13,7-7  ﾉｰﾌｫｰｸｱｲﾗﾝﾄﾞ
	〇9-4,14-10 マン島

	
	×16-4,4-11,1-3  カナダ
	×6-10,5-7  オーストラリア

	第5日
	×3-13,7-12  オーストラリア
	×3-12,8-9  南アフリカ

	第6日
	×3-7,6-7  マレーシア
	〇10-7,8-8  パプアニューギニア

	第7日
	×6-12,7-7  パプアニューギニア
	


	
	男子予選グループ２　順位
	女子予選グループ１　順位

	1位
	オーストラリア　11戦全勝
	オーストラリア　９戦全勝

	2位
	ニュージーランド10勝1敗
	ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ7勝2敗  獲得セット14

	3位
	ﾌｨｰｼﾞｰ8勝3敗  獲得セット13
	南アフリカ7勝2敗  獲得セット12

	4位
	ﾏﾚｰｼｱ7勝4敗  獲得セット13
	インド 6勝3敗

	5位
	ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ7勝4敗 獲得ｾｯﾄ12
	日本  5勝4敗

	6位
	カナダ  3勝8敗  獲得セット9
	マレーシア  4勝5敗

	7位
	ノーフォークアイランド4勝7敗
	米国  3勝6敗

	8位
	マン島  3勝8敗  獲得セット9
	パプアニューギニア  2勝7敗

	9位
	トルコ  3勝8敗  獲得セット7
	マン島  2勝7敗

	10位
	スペイン  3勝8敗  獲得セット6
	マカオ  0勝9敗

	11位
	日本   3勝8敗  獲得セット5
	

	12位
	マカオ  2勝9敗  獲得セット9
	


＊　従事者の人数：３人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：派遣選手数 合計21名

＊　支出金額：現物支給にてＢＪバッジ、ボールペンを無償支給(5,000円/人相等)。 
２）希望者参加型大会

＊　各国の組織が主催するオープンの国際競技会であり、かならずしも１カ国

１代表チームにはこだわらないものである。BJとしては大会案内を公開し、希望者には参加するためのサポートや場合によっては選手の選考調整を行うが、経済的補助はしない。
今期は次の大会への参加をサポートした。
＊　実施日時および場所： 
① ワールドマスターズゲーム大会2018ゴールドコースト大会
2018年10月31日～11月12日：　

ゴールドコースト市内Southport Bowls Club(1914年創立で100

年以上の歴史を持つ古いクラブ)にて

参加選手：松岡　緑（ｵｰｽﾄﾗﾘｱｸﾗﾌﾞ）､西條和子（ＡＬＢＣ）、

合田洋子、森　弘子、合田純二、森　紘一（学園ﾜｲｽﾞ）

成績結果：入賞者なし。ただし、関西ワールドマスターズゲーム

ズ2021でローンボウルズ種目を開催することをＰＲし

てきて、大きな手ごたえを得た。
	競技種目
	競技方式
	選手
	成績

	男子ﾍﾟｱｰｽﾞ
	一人4球×15エンド

(但し、2-2-2-2方式)
	合田（純）、森（紘）
	2勝3敗

	女子ﾍﾟｱｰｽﾞ
	
	合田（洋）、松岡
	2勝1分2敗

	
	
	西條、森（弘）
	2勝3敗

	混合ﾍﾟｱｰｽﾞ
	
	合田（洋）、合田（純）
	2勝3敗

	
	
	森（弘）、森（紘）
	1勝4敗

	
	
	松岡、マイケル
	3勝1分1敗

	混合ﾄﾘﾌﾟﾙｽｽﾞ
	一人2球×18エンド
	西條、森（弘）、森（紘）
	0勝5敗

	
	
	合田（洋）、合田（純）、松岡
	1勝3分1敗

	混合ﾌｫｱｰｽﾞ
	一人2球×15エンド
	西條、ﾏｲｹﾙ、合田（純）、松岡
	1勝4敗


②　第4回ＲＢＳＣオープン・トリプルズ大会

2018年7月10日～15日

　　　　　　タイ国のロイヤルバンコック・スポーツクラブにて

参加選手：日本から3チームが参加した。12ヵ国から72チーム

が参加するという盛大な大会になった。 
成績結果：
	参加チーム名
	選手名
	成績

	YC&ACチーム
	岩崎、新井、安達
	予選4勝4敗で決勝進出ならず。

	神戸グリーンチーム
	船引、林、加久石、安部
	予選4勝4敗で決勝進出ならず。

	生涯スポーツチーム
	野上（京）、野上（哲）、吉田
	予選2勝6敗で決勝進出ならず。


　　　③　第2回マーライオンカップ障がい者国際ローンボウルズ大会

2018年7月18～25日シンガポール・カラン・ローンボウルズ場
主催：シンガポール障がい者ローンボウルズ協会

　　　参加は、日本、韓国、香港、シンガポール、マレーシアの

5ヵ国。
　　　　　　参加選手：児島久雄、植松博至、西田繁雄、山外芳敬（兵庫車椅子クラブ）以上4名。ほかにコーチおよびサポートスタッフとして森　紘一、横井　恵、植松寿子、澤田昭雄、スーザン・ヤップ、ワイ・リンの7名が同行。
成績結果：
	競技種目
	選手
	成績

	男子フォアーズ
	児島、植松、西田、山外
	2勝3敗で6チーム中の5位

	男子ペアーズ
	植松、山外
	1勝4敗で予選敗退

	
	児島、西田
	5勝0敗で予選を1位通過。準決勝でマレーシアに

２：７で敗れたが。3位決定戦でシンガポールを

１４：３で破り銅メダルと賞金500米ドルを獲得。


      ④　第22回タイガーボウルズ大会
2019年3月8日～17日　香港
　　　　　　参加選手：小野官司（ALBC）、野上哲夫（神戸タッチャーズ）

林　嘉雄（個人会員）、森　紘一（学園都市ワイズ）
成績結果：香港大会は非常に多数のチームが参加し、日本は
ともに中位以下であった。

＊　従事者の人数：1人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：参加選手数4名
＊　支出金額：なし（参加者負担）
３）外国選手が来日しての国内交流イベントの開催
＊　2年に1回開催しているジャパンオープン国際大会で日本でのローンボウルズを体験していった外国選手が帰国後に、日本での楽しさを口コミで広げていることがあると推定されるのであるが、一昨年度の春に香港から観光を兼ねて日本にローンボウルズの交流ゲームの申し込みがあって以降、同種の申し込みが増える傾向にある。

スポーツ・ツーリズムの時流に乗っていると考えられるので当法人としてもこの流れを拡大するべくボランティア体制の増強をはかりたいと考える。
＊　実施日時および場所： 
　　　①  2018年4月8日～4月15日まで香港HKPBCクラブ(香港警察草

地涛球界クラブ)から18名のボウラーおよびその家族が神戸に宿泊し、

近郊の観光をした。4月9日（月）に明石公園ローンボウルズ場で日本

5チーム対香港5チームのトリプルズ戦対抗試合を持ち、夜は三宮で

懇親食事会を持った。
　　　②　2018年4月10日～16日まで香港WISCクラブ(香港華夏体育会

クラブ)から20名のボウラーおよびその家族が明石に宿泊し、近郊の観

光をした。4月11日（水）に神戸市しあわせの村ローンボウルズ場で

日本4チーム対香港4チームのフォアーズ戦対抗試合を持ち、昼食懇親

会をレストラン・カサブランカで持った。4月13日（金）は明石公園

ローンボウルズ場で日本4チーム対香港4チームのフォアーズ戦対抗試

合を持ち、夜は明石駅前の中華レストランで懇親食事会を持った。
4月12日（木）は姫路城、書写山を、4月14日（土）は大阪造幣局の
桜通り抜けを観光案内した。
③  2018年4月12日～4月17日までUAEローンボウルズクラブから
Ali, Shakeel, Naveed, Ashrafの4名のボウラーが来日し神戸に宿泊。
4月15日（日）は明石公園でＡリーグ大会に参加し、4月16日（月）

は明石公園で日本6チームとＵＡＥ2チームの合計8チームによるペア

ーズ戦交流ゲームを持った。
　　　④　2018年7月6日～11日まで再びUAEから10名のボウラーが来訪
し大阪に宿泊。7月8日（日）に明石公園で日本3チームとUAE 3チ

ームでトリプルズ戦による対抗試合を持った。おりからの集中豪雨の

ために他の交流ゲームの計画は中止となった。
　　　　　　　　⑤　2018年11月27日（火）に韓国の慶尚南道障害人体育会（釜山の近く）

から卓球およびローンボウルズのスポーツ使節が兵庫県庁（県障がい者ス

ポーツ協会）を訪問し、スポーツ交流大会を持った。
　　　　　兵庫県職員会館の３階体育館で、ローンボウルズは玉津のリハビリテーシ

ョン・センターからインドア・カーペット１リンクを運搬し、兵庫車椅子

クラブ（児島、澤田、西田）と交流試合を持った。一人３球×８エンドの

トリプルズ戦を行い、日本が９：３で勝った。
　　　⑥　2019年1月15日～19日まで三たびUAEから6名のボウラーが来
　　　　訪し神戸に宿泊。1月16日（水）、17日（木）の2日間を明石公園で
日本/UAEで混成トリプルズチームを編成しての交流競技会を持った。 

UAEは近い将来にローンボウルズ競技場の建設を計画しているが、現

在はクリケット競技場で練習しているとのこと。
＊　従事者の人数：10人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：外国からの参加者数64名、

日本側の合流者約110名
＊　支出金額：なし（参加者負担）
 ４）その他の国際交流事業の実績
                ①　YC&ACが創立150周年記念ローンボウルズ国際招待大会を開催
　　　　　　　　　YC&ACが横浜に施設を設置して活動開始してから150年となった

ことを記念して諸行事を持たれた中の１つとしてローンボウルズ国際

招待大会を2018年6月29日（金）から7月1日（日）の3日間で

開催した。（ローンボウルズ競技はYC&ACの中ではおよそ50年の

歴史であるとのこと。）YC&ACの兄弟クラブ（香港フットボールクラ
ブおよびシンガポール・クリケットクラブ）から2チームが参加し、

ＢＪ加盟の国内クラブから参加の10チームと合わせて合計12チーム

によるトリプルズ戦対抗ゲームを持った。
結果は、優勝：香港フットボールクラブ、準優勝：神戸タッチャーズ

クラブ、第3位：YC&AC　となった。
　　　　　　　　②　高知大学から香港を訪問
　　　　　　　　　　高知大学人文社会科学部の川本准教授（ＢＪ理事）による専門講座「ア

ジア/ヨーロッパ通史」の中で、今年も受講生8名が川本先生の引率の

もとに、9月23日（日）から27日（木）までの5日間に香港を訪問し、

その中で1日間　香港フットボールクラブでのローンボウルズ体験も

行なった。
5）第6回ジャパンオープン国際大会の開催
＊　独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ振興くじ助成金の支援を得て2年に1回定期開催しているものであるが、来年度がその開催時期に合わせてあるため、助成金の申請書類を12月20日に独立行政法人日本スポーツ振興センターに提出した。計画概要は下の通りである。
　　　なお、今回の大会は2021年に開催する「ワールドマスターズゲームズ2021関西」ローンボウルズ競技大会のリハーサル大会も兼ねることとしている。
　　　　日時：2019年10月12日（土）～14日（月）

　　　　場所：明石公園ローンボウルズグリーン

　　　　競技種目：男女混合トリプルズ

　　　　参加チーム数： 海外からの招待　7チーム

　　　　　　　　　　　 国内からの募集　7チーム

　　　　予算：3,151千円

　　　　　　　　収入内訳　　くじ助成金　　　   913千円
                         　 参加費収入        1,170
　　　　　　　　　　　　　　協賛金収入          424
　　　　　　　　　　　　　　自己負担金          644

　　　　　　　　支出内訳　　大会ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄなど　　 330千円

　　　　　　　　　　　　　　会場借用費　　　　   55

                         　 賞品、記念品        239
　　　　　　　　　　　　　　運営役員人件費      594

　　　　　　　　　　　　　　海外選手宿泊費      781
                            選手・役員昼食費　　397

                            懇親パーテイー費　　590

                            交通・通信費　　　　165
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